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　実は仙台は、かつて文化発信を

担う大きな都市の一つでした。

　仙台藩初代藩主は、皆さんご存

知の伊達政宗です。彼は、朝鮮出

兵の時、ダテ者として、京都の人々

に称賛されました。それは、兵士、

あるいは彼自身の姿に京都の人々

が魅了されたからでしょう。出兵

時の兵士の帽子は煌びやかですし、

三日月型の兜や水玉模様陣羽織は

現代にも通用するお洒落さを醸し

ています。また、仙台の伝統工芸

品の一つ、堤焼人形は京都の伏見

人形と共に土人形の二大源流の一

つとされ、各地の人形に影響を与

えました。以上、仙台が文化発信

都市であった事例ですが、これら

を挙げ始めると枚挙にいとまがあ

りません。

　しかし、現在の仙台市を見ると、

四谷用水など文化的に価値あるも

のが表舞台に出ないばかりか、そ

れらを蔑ろにしながら、発展して

いるような側面が見受けられます。

まさに、リトル東京と呼ばれるよ

うに…。これでは、文化的に豊かで、

多文化的な仙台の良さが失われる

上に、地域の個性が欠落してしま

うように感じます。

　この問題集を通して、仙台や宮

城、東北を今一度見つめなおす、

きっかけになればと思います。そ

しての地域の良いところを見つけ

る機会、あるいはそういった視点

の参考になれば幸いです。
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Q 1 1

仙台では、「伊達者」という言葉が生ま
れるほど、文化を創造する都市でした。
現在の仙台発の文化は？

2

3



Q 2 1

仙台の地下を走る「四谷用水」を広く
知ってもらい、まちづくりに活かすには？

2

3



Q 3 1

「リトル東京」という名前ついて
考える機会を持つには？
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Q 4 1

「はらこ飯」を国内外の人に
知ってもらうには？
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Q5 1

「冬の氷と寒さ」を楽しいものに
変えるには？
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Q 6 1

青葉城下の町なみを見える形で、
まちづくりに活かすには？
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Q 7 1

青葉城下の町なみや仙台藩の文化を
より身近に感じてもらうには？
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Q 8 1

「冬の広瀬川の雪景色と峡谷」を
活かしたイベントをするなら？
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Q 9 1

「堤焼き人形」が京都の伏見人形とと
もに土人形の二大源流であると
仙台市民が知るためには？
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Q10 1

「伊達政宗」のみの観光政策を、
さらに豊かな政策にするには？
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Q11 1

「伊達なまち」のスローガン（キャッチ
フレーズ）を国内外の仙台への旅行者が
感じられるようにするには？
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Q12 1

和服を推して、新ファッションを進める
ことで、「伊達なまち」を体現できる
まちにするためには？
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Q13 1

「広瀬川」を地域の観光に活かすには？
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Q14 1

大きな木々がまちの近くにあることを
感じてもらうには？
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本町の個性的な店を盛り上げるには？

Q15 1
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Q16 1

秋のイチョウの落ち葉で黄色に染まる
仙台の景色を活かすには？
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